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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　県産スギの黒心材を調べ

　 　 　 　 ス ギ の 心 材 色 は 淡 紅 色 (赤 心 )か ら 黒 色 (黒 心 )ま で 幅 広 い 色 調

い る 。 中 で も 黒 心 材 は 深 刻 な 価 格 低 下 を 招 い て い る 。 ま た 、 含

コ ス ト な ど 問 題 が あ る 。

　 　 　 　 今 後 、 県 産 ス ギ の 需 要 拡 大 を 進 め て い く た め 、 ま た 、 品 質 維

出 現 状 況 の 的 確 な 把 握 が 必 要 で あ る こ と か ら 立 地 ・ 環 境 ・ 病 害

い て 調 べ た 。

　 　 　 　 材 料 は 県 下 一 円 か ら ２ ５ 林 分 (平 均 林 齢 ３ ５ 年 生 )を 無 作 為 に

し て 心 材 の 含 水 率 と 気 乾 状 態 に し た 心 材 色 (色 差 計 を 用 い て Ｌ

彩 度 ) )を 測 定 し た 。

１．心材の含水率と明度

　 　 　 　 心 材 の 含 水 率 と 明 度 （ 黒 を ０ 、 白 を 10 0と し た 材 色 の 明 る さ

図 － １ に 示 し た 。 す な わ ち 心 材 の 含 水 率 が 高 く な る ほ ど 明 度 は

関 （ ｒ ＝ － ０ ． ６ ２ ５ ＊ ＊ ＊ ） は 有 意 水 準 0 .1％ レ ベ ル で 著 し く 有

　 　 　 　 黒 心 は 心 材 の 含 水 率 が 1 5 0 %以 上 の 高 含 水 率 を 示 す 場 合 に 多 く

調 査 結 果 で も 同 様 の 傾 向 を 示 し 、 そ の 平 均 含 水 率 は 17 4±20 %で

±6 .5で あ っ た 。 従 っ て 、 県 産 ス ギ の 黒 心 材 の 分 布 領 域 は 心 材 の

7 0 %以 下 の 範 囲 内 に 1 2 . 6% ( 6 3本 )あ る こ と が 分 っ た 。 こ の う ち 、

の 値 を 示 し た も の は 1 . 4 % ( 7本 )で あ っ た 。
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２．心材の色相

　 　 　 　 全 個 体 の 色 度 図 （ 色 相 角 度 は 純 赤 を ０ °、 純 黄 を 90°と

し た 色 合 い を 表 わ す 尺 度 で あ る 。 彩 度 は 数 値 が 大 き い 程 鮮

や か で あ る こ と を 現 す 。 ） を 図 － ２ に 示 し た 。 こ の 色 度

図 は 同 じ 色 相 で あ っ て も 、 対 角 線 上 に 値 の 高 い 位 置 ほ ど 色

彩 が 明 る い 鮮 明 な 色 に な り 、 反 対 に 中 心 に 近 い 程 く す ん だ

色 彩 を 示 す 。

　 　 　 　 全 個 体 の 分 布 領 域 は 、 色 相 1 0 R～ 7 . 5 Y R(赤 ～ 橙 色 )、 彩 度 2～

6で あ っ た 。 一 方 、 黒 心 と 認 識 さ れ た 1 2 . 6% ( 6 3本 )の 領 域 は 、

色 相 ・ 彩 度 と も に 、 低 い 位 置 に 散 ら ば っ て い る 。

３．黒心の種類と出現率

　 　 　 　 心 材 の 含 水 率 1 0 0 %以 下 で 赤 色 の 感 じ が あ る も の 、 15 0 %以

上 で 黒 色 の 感 じ が あ る も の と 両 者 の 中 間 で 褐 色 が 強 い も の

に ３ 区 分 し た 心 材 色 の 出 現 率 を 図 － ３ に 示 し た 。 当 然 の 結

果 な が ら 赤 ・ 褐 色 材 が 多 く 、 黒 心 材 は 1割 程 度 で あ っ た 。

　 　 　 　 黒 心 材 に は ① 遺 伝 的 要 素 　 ② 遺 伝 的 要 素 に 加 え 、 傷 害 に

よ る 刺 激 　 ③ 暗 色 枝 枯 病 菌 の 侵 入 が 原 因 で 発 現 す る ３ つ の

タ イ プ が あ る と さ れ て い る 。 ① の 場 合 は 辺 心 材 の 境 界 が 明

瞭 で 、 心 材 全 体 が 黒 色 を 示 す (写 真 － １ )。 こ の 黒 変 現 象 は 、

炭 酸 水 素 カ リ ウ ム の 存 在 が 報 告 さ れ て い る が 、 立 地 ・ 環 境 条 件 な ど の も と で ど の く ら い の

確 率 で 発 生 さ せ る の か は 、 な お 確 定 的 な 結 論 は で て い な い 。 ② ③ の 場 合 は ボ タ ン 材 の よ う

に 辺 心 材 境 界 が 不 規 則 な 黒 心 材 で あ る (写 真 － ２ )。

　 　 　 　 今 回 の 調 査 で は 暗 色 枝 枯 病 菌 の 同 定 を 行 っ て い な い の で 、 前 者 と 後 者 の グ ル ー プ に 大 別

し て 黒 心 材 出 現 率 を 求 め た 結 果 、 前 者 は 5 . 8％ 、 後 者 で は 6 . 8 %で あ っ た 。

４．立地・環境・病虫害と黒心

　 　 　 　 黒 心 材 の 発 生 は 、 全 て の 調 査 地 に 存 在 し て い た が 、 特 に 凹 地 形 、 斜 面 下 部 に 堆 積 し た 崩

積 土 お よ び 水 田 跡 地 の 造 林 木 に 見 ら れ 、 い ず れ も 土 壌 水 分 の 多 い 環 境 で あ っ た 。 こ の よ う

な 環 境 下 に は ① タ イ プ の 黒 心 が 目 立 っ た 。 ま た 、 ② ③ タ イ プ の 黒 心 も 認 め ら れ た が 、 こ の

タ イ プ の 黒 心 は 遺 伝 的 要 素 の 他 に ス ギ カ ミ キ リ 、 キ バ チ な ど の 浸 入 、 暗 色 枝 枯 病 菌 の 浸 入 、

枝 打 な ど 幹 に 対 す る 傷 害 な ど が 加 わ っ て 発 生 す る の で 、 森 林 の 保 育 管 理 に 十 分 注 意 を 払 い 、

黒 心 の 発 現 に 関 与 す る 要 因 を 取 り 除 く こ と が 重 要 で あ る 。
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